
修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

1 環境審議会意見聴取 ② 温室効果ガスの排出状況

事業者ヒアリング・・・・　の次に・
八千代市では、何年～何年の間に、蛍
光灯式街路灯〇〇本をLED式街路灯に
変更した。それにより街路灯による削
減量は〇〇t-co2/年となって居る。を
挿入（自治会で負担補助を受けていた
街路灯管理・電気代が変更と共に無く
なり、八千代市住民が体感している事
項を表現したらと思います）

無 11 ― ＿

八千代市の環境の現状と課題について市
民の体感している事項を表現できるとよ
いというご意見ですが、同カ所に個別具
体的な内容を入れ込むと他項目で記載し
ている内容とバランスがとれないことか
ら、修正無しとさせていただきました。
今後計画を見直す際には参考とさせてい
ただきます。

2 環境審議会意見聴取

基本施策１-１ 脱炭素型まちづく
りの推進

世帯当たりの家庭部門の温
室効果ガス排出量

目標値(2030 年度)
0.6 t-CO2/世帯・年

2030 年までに現在の 25 % の排出量
にまで削減することを目標としていま
すが、そのための施策が不明確です。
これだけの削減率を達成するために具
体的に何をすべきかをある程度明示し
なくてはこの目標は実現性の低い単な
る空手形のようになってしまいます。

無 33 ― ＿

指標につきましては、基本施策1-1 脱炭
素型まちづくりの推進にいれてあります
が、基本施策1-1の箇所に記載した、環
境に配慮した建築物の普及や住宅用省エ
ネルギー設備等導入に対する補助事業の
継続の他に、基本施策1-3の箇所に記載
した、地球温暖化防止や省エネルギーの
ための情報提供、普及啓発活動を行い、
脱炭素型ライフスタイル・ワークスタイ
ルの定着を促すことなどによって目標達
成に努めて参りたいと考えます。なお、
本計画に基づいた八千代市第３次環境保
全計画前期アクションプラン（改訂版）
に具体的な取組について記載しておりま
す。

3 環境審議会意見聴取

基本施策 1-４ 気候変動に対する
適応策の推進

【環境指標】

この基本施策は(1) - (7) まで多様な
適応策が記載されていますが、その評
価指標は熱中症患者の搬送件数と防災
啓発活動の実施回数だけになっていま
す。
「令和5年奥能登地震」の教訓もふま
えて、"自然災害の影響軽減に向けた
取組"に対応する評価指標が必要と思
います。

有 38

環境指標として新規に以下を設置

クーリングシェルター設置数
単位　か所
現在　　0
2025年　７
2030年　19

―

自然環境の影響としては熱波なども考え
られることから，その影響軽減の取組の
指標としてクーリングシェルター設置数
を新規に指標として設けました。

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１
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計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

4 環境審議会意見聴取
基本施策２-２ 廃棄物の適正処理
の推進

廃棄物については一般廃棄物だけでな
く、産業廃棄物の処理についても重要
です。これに対して設定されている環
境指標は一般廃棄物の量だけになって
います。産業廃棄物の量についても削
減目標が必要だと考えます。

無 42 ― ―

産業廃棄物については、産業廃棄物処理
業許可業者が主に処理を担っていること
から、市では処理量が把握できず、目標
を設定することは困難ですが、啓発活動
などを通じ、引き続き事業者のごみの減
量化・資源化を図って参りたいと思いま
す。

5 環境審議会意見聴取

基本施策４－１ 谷津・里山等の
保全

【環境指標】
環境保全林面積1.4ha

八千代市は急速な都市化が進行してお
り、森林面積は減少の一途をたどって
います。左記の保全林の面積は 2025
年の状態を 2030 年も維持することと
なっています。行政としては保全林の
面積を増加させるような積極的な保全
対策を取らないとも受け取られかねな
い目標設定だと思いますので、できる
だけ保全林面積を増やすことを検討し
ていただきたいと思います。

無 50 ― ―

現在環境保全林については、新規の指定
を行っておらず、解除希望があった際に
解除している状況にあることから、現状
を維持することを目標としております。
ご指摘の点は今後の検討課題とさせてい
ただきたいと思います。

6 環境審議会意見聴取

本施策４－３ グリーンインフラ
の整備と活用

【環境指標】
市民の森等 数・面積（緑地
量） 目標値
(2030 年度)106,075

八千代市は急速な都市化が進行してお
り、森林面積は減少の一途をたどって
います。左記の市民の森等の面積は
2025 年の状態を 2030 年も維持する
こととなっています。行政としては市
民の森等の面積を増加させるような積
極的な保全対策を取らないとも受け取
られかねない目標設定だと思いますの
で、できるだけ市民の森等の面積を増
やすことを検討していただきたいと思
います。

無 52 ― ―

市民の森については、都市緑地の保全と
いうことで、現在あるものを保全してお
り、植林をしているわけでは無いことか
ら、増加させることは難しい状況にあり
ます。このような状況を踏まえ現在ある
ものを減らさないように維持していくこ
とを目標としております。
ご指摘の点は今後の検討課題とさせてい
ただきたいと思います。
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計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

7 環境審議会意見聴取

基本施策４－４ 自然とふれあう
機会の創出

【環境指標】

"ほたるの里活用回数"だけが環境指標
として設定されていますが、行政とし
てどれだけ環境教育の機会を提供でき
たかをはかる指標にはなっていないと
思います。
本文中にも"市民団体と連携して、里
山学習会等をはじめとする各種イベン
トを開催"するとなっていますので、
行政として企画した環境啓発イベント
の開催回数や市民参加者数なども指標
として盛り込むべきと思います。

無 53 ― ―

基本施策5-1環境教育・環境学習等の推
進の環境指標として「環境学習講座等開
催数」が掲載されていることから、そち
らをご覧いただきたいと思います。

8 環境審議会意見聴取

基本施策５－２ 市民（団体）・
事業者との協働による地域環境保
全の推進

【環境指標】

現在の環境指標には市民団体との協働
を評価する指標が盛り込まれていませ
ん。
【施策】（１） 市民（団体）などと
の協働に対応する指標の設定をご検討
ください。

無 57 ― ―

基本施策4-3グリーンインフラの整備と
活用の環境指標として「環境美化ボラン
ティア制度（公園数または団体数）」が
掲載されていることから、そちらをご覧
いただきたいと思います。

9 環境審議会意見聴取
基本施策５－３ 環境と経済の好
循環の推進

この施策では地元企業との協働や環境
関連産業の育成に取り組むことが盛り
込まれ、産業分野の温暖化対策を進め
ることが求められています。しかしそ
の評価指標が設定されていない状態で
す。全体に産業分野の対策が弱い内容
になっていますので、この施策に対応
する評価指標が必要と思います。

無 57 ― ―

産業分野との連携は、近年関係企業との
協定の締結や、それに基づいた取組の実
施など徐々に強化を図っているところで
すが、具体的な指標を設けるのはまだ難
しい状況にあることから、ご指摘の点は
今後の検討課題とさせていただきたいと
思います。

10 環境審議会意見聴取

４ 八千代市の温室効果ガス排出
量の削減目標
令和 12 年度（2030 年度）にお
ける削減量の見込み

本文中にある次の記述"十分な削減量
が期待できない部門（産業部門、運輸
部門）については、・・・"
にあるように、産業分野であまり見込
めない削減量を業務部門と家庭部門で
帳尻合わせをしている感がいなめませ
ん。今回の改定では盛り込めないとし
ても、今後産業分野からの排出量削減
を増やすような施策の立案・実施が求
められます。

無
76
78

― ―

ご指摘のとおり本市は産業部門からの排
出量が多いにも係わらず、その削減に向
けた施策が弱いという状況にあります。
本見直しにあたって実施した事業者ヒア
リングで、問題意識を持って積極的に取
り組んでいる事業者もいることや情報提
供・設備導入支援を求める声があること
が把握できましたので、そのような声に
応えられるような施策の立案・実施に努
めて参りたいと思います。

11 環境審議会意見聴取

エネルギー消費が正味ゼロまたは
マイナスになるＺＥＨ（ネット・
ゼロ・エネルギー・ハウス）やＺ
ＥＢ（ネット・ゼロ・エネル
ギー・ビルディング）の普及拡大
を進めます。

市庁舎等公共施設の建て替えはZEBに
して、市が率先してゼロエネルギー政
策を進めていることを示してもらいた
い。

無 33 ― ―

新庁舎に関しましては、八千代市新庁舎
等建設基本設計が作成されており，その
中でZEB Readyを目指すことが記載され
ていることからそちらに基づき進めて参
りたいと考えます。

3



修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

12 環境審議会意見聴取
森林の適正な管理を通じて更新を
促す

目標となる具体的な数値が示されてい
ないため達成状況が判らない。いつま
でにどこまで進めるという記述でない
とPDCAサイクルにもかからないと感じ
ます。

無 33 ― ―
基本施策4-1谷津・里山等の保全に関連
する指標が掲載されていることから、そ
ちらをご覧いただきたいと思います。

13 環境審議会意見聴取

太陽光や太陽熱などの再生可能エ
ネルギーや、廃棄物由来のバイオ
マス資源などの都市の未利用エネ
ルギー、次世代エネルギーとして
の活用が期待される水素エネル
ギーの導入を推進すると同時に、
災害対応等を想定した自立分散エ
ネルギー供給システムの整備を進
め、これらのエネルギーの活用を
促進します。

活用を推進するとありますが、具体的
な数値目標を設定しましょう。いつま
でに、どのくらいが必要です。

無 33 ― ―

環境指標につきましては網羅的には設け
ておりません。各施策を通じて再生可能
エネルギーの導入推進に努めたいと考え
ます。

14 環境審議会意見聴取

公共施設への再生可能エネルギー
の導入促進、公共施設において再
生可能エネルギー由来電力の調達
の促進

促進するのですから、具体的な数値目
標を入れましょう。 無 34 ― ―

環境指標につきましては網羅的には設け
ておりませんが、現在見直しを行ってい
る八千代市地球温暖化対策実行計画（事
務事業編）において、公共施設に導入し
た再生可能エネルギー設備容量の合計を
指標として掲載する予定です。庁内への
働きかけを通じて、公共施設の建て替え
時におけるZEB化に率先的に取り組んで
参りたいと考えます。

15 環境審議会意見聴取
市民・事業者に対する分別排出
ルールの周知・徹底

各地域にゴミステーションを設け、市
民がしっかりと分別できるような施策
も考えたほうがいいと思います。

無 42 ― ―
計画の推進にあたってご意見を参考とさ
せていただきたいと考えます。
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計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

16 環境審議会意見聴取
谷津・里山及び農地の整備・保全
の推進

具体的な数値目標を入れないと検証で
きませんよ。 無 47 ― ―

基本施策4-1谷津・里山等の保全に関連
する指標が掲載されていることから、そ
ちらをご覧いただきたいと思います。

17 環境審議会意見聴取
アクションプランに基づく谷津・
里山の保全と再生活動の推進

計画的に里山の保全・再生を行うとあ
りますが、もっと広範囲で里山保全地
域を策定し、様々なイベントや、散策
ができるような計画にしませんか。

無 50 ― ―

里山保全地域の指定はしておりません
が、基本方針4 豊かな水・緑を保全し、
自然と共生するまちづくりを進めます
に記載された各種施策を通して谷津里山
の保全活用を図って参りたいと考えま
す。

18 環境審議会意見聴取

農業の振興を図ることにより、食
料供給を担うとともに、生物多様
性の保全や水源かん養・防災機能
など、重
要な役割を果たす農地の整備と保
全を推進します。

高齢の零細農家が多いので集約型の農
業で収益を上げられるような取り組み
で、目標数値も策定しましょう。

無 50 ― ―

環境指標につきましては網羅的には設け
ておりません。農業に係る施策につきま
しては、農業所管課と連携しながら取り
組んで参りたいと考えます。

19 環境審議会意見聴取

身近な動植物の生息・生育空間の
創出、移動経路の確保など、地域
の生態系の連続性を意識して、谷
津・里山をはじめとする緑地や水
辺の環境保全に取り組みます。

生態系ネットワークを形成するために
も、面として特定の地域を指定してモ
デル地区にしてはいかがでしょうか。

無 51 ― ―
計画の推進にあたってご意見を参考とさ
せていただきたいと考えます。

20 環境審議会意見聴取
郊外にある地域性緑地の開発抑
制、山林や農地の維持管理の推進

山林の維持管理には。森林環境譲与税
を利用しないわけにはいきませんよ
ね。農業にも支援金があるのではない
ですか。

無 52 ― ―
計画の推進にあたってご意見を参考とさ
せていただきたいと考えます。
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計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

21 環境審議会意見聴取

市民団体と連携して、里山学習会
等をはじめとする各種イベントを
開催し、谷津・里山の持つ多様な
機能や価値を市内外に向けて情報
発信するとともに、人々の交流・
地域間連携を促進します。

まさに特定の区域をモデル地域とし
て、市の顔となるような里山の具体的
な目標が必要ですね

無 53 ― ―
計画の推進にあたってご意見を参考とさ
せていただきたいと考えます。

22 環境審議会意見聴取
谷津・里山保全・活用プロジェク
ト

各種事業の、実施、継続とあります
が、具体性に欠けるのでいつまでに、
どのくらいなどの数値目標がないと進
展がわからなくなりますよね。

無 60 ― ―

進捗については本計画に基づくアクショ
ンプランについて毎年度進捗状況調査を
行うことにより確認いたしたいと考えま
す。

23 環境審議会意見聴取

3 (1) ② 温室効果ガスの排出状
況　　八千代市がゼロカーボンシ
ティーの宣言をしたことを知らな
い人が9割以上。さらなる周知が
必要。

この「更なる周知」は、どこでなされ
ているのか。見当たらなかった。 無 11 ― ―

今後、計画の推進を図っていく上で、広
報等を通じて周知を行って参ります。

24 環境審議会意見聴取

第4章　基本方針１　施策１
（１）総合的推進　　市は一事業
所として、独自の環境マネジメン
トシステムによる環境管理活動を
通じて、温室効果ガス削減に
率・・・

環境マネジメントシステム（ISO9001)
に基づく温室効果ガス削減では、2030
年、2050年の目標値までの削減は不可
能。環境マネジメントシステムは、
（達成可能な）目標を設定し、毎年少
しずつ改善する、という方法なので、
もっと厳しい対策を立てなければ、
カーボンニュートラルは達成できな
い。

有 32

市は一事業所として、八千代市地球温暖
化対策実行計画（事務事業編）に基づ
き、電気使用量の削減や省エネルギー機
器への更新、再生可能エネルギー導入・
利用の推進などを通じて温室効果ガス削
減に率先的に取り組んでいきます。ま
た、独自の環境マネジメントシステムに
より る環境管理活動を推進します。
 通じて、温室効果ガス削減に率先的に取
 り組んでいきます。またさらに事業者と
の連携・情報共有…

―
ご意見を踏まえ計画書の文面を修正いた
しました。

25 環境審議会意見聴取
基本施策1-3 （１） 産業部門に
おける取組の促進

産業部門は市域の温室効果ガス排出量
の半分以上を占めており、産業部門で
の排出量削減が重要だという認識なら
ば、もっと踏み込んだ対策を指導すべ
きである。

無 35 ― ―

産業部門においては、国対策で十分な削
減が図れないことを踏まえ、さらなる削
減を図るために上乗せを行っておりま
す。これにつきましては、今後市内事業
者と協働し、必要な削減対策の支援など
を行って参ります。

6



修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

26 環境審議会意見聴取
基本施策 1-4 適応策　【環境指
標】

熱中症患者の搬送件数は指標として適
切ではない。中間目標値、目標値を
2020年度と同じ58件とした理由は？件
数が58件を下回るほど良い、というこ
とになるのか。救急搬送の要請に応え
られない場合、搬送件数が減少する
が、それが好ましいことになってしま
う。ここにある2つの指標ではなく、
(7)に挙げられているような、もっと
意味のある指標を作るべきである。

有 38

環境指標として新規に以下を設置

クーリングシェルター設置数
単位　か所
現在　　0
2025年　７
2030年　19

―
新規に掲載できる指標を検討し，基本方
針1-4関係の指標としてクーリングシェ
ルター設置数を追加いたしました。

27 環境審議会意見聴取
第5章　１　（１）
1) ３Ｅ ＋Ｓ（省エネ・創エネ・
畜エネ）の推進

畜エネ　⇒　蓄エネ 有 59 １）３Ｅ＋Ｓ（省エネ・創エネ・ 畜蓄エ
ネ）の推進

― ご指摘を踏まえて、修正いたしました。

28 環境審議会意見聴取
第7章　②(1) 温室効果ガス排出
傾向

電気のCO2排出係数の動きによって排
出量全体の増減が決まってくるが、排
出係数の減少に頼らず、あらゆる削減
の可能性を考え、実践していかなけれ
ばならない。

無 69 ― ―

ご指摘の通り認識しており、排出削減対
策においても省エネ、再エネなど、各種
取組を通じた削減を取り組んで参りたい
と考えております。

29 環境審議会意見聴取
表 令和12年度（2030年度）にお
ける削減量の見込み

・「見込み」ということは、削減が達
成できるという意味だと理解する。
（「削減必要量」ではないということ
なので。）
・この表で「追加対策」というのは、
八千代市独自の（上乗せ）対策と考え
られるが、これが産業部門に集中させ
ているのは、なぜか。　　・また、こ
れだけの削減量を産業部門に割り振る
裏付けとなる具体的な削減対策が、
ロードマップから読み取れない。

無 76 ― ―

産業部門においては、国対策で十分な削
減が図れないことを踏まえ、さらなる削
減を図るために上乗せを行っておりま
す。これにつきましては、今後市内事業
者と協働し、必要な削減対策の支援など
を行って参ります。

7



修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

30 環境審議会意見聴取 表　部門別削減目標

この表で、削減目標値に対する「今後
の見通し/特徴」は、「高みの見物」
的な書き方であり、切迫感、やる気が
全く読み取れない。
また、電力の排出係数の低下による温
室効果ガス削減が期待されているが
（業務その他部門）、p76の表では、
すでに②としてその効果を差し引いて
あるので、部門別としてはそれ以外の
対策を考える必要がある。

有 78

表の項目名
 今後の見通し/特徴　今後の見通し/方向性

●産業部門：これまで積極的に省エネ対策が図られ
てきており、その結果、温室効果ガス排出削減につ
いても取組が進められてきています。今後も、全国
的に取り組まれる各業界の目標達成に向け たて継続
的な取組 が望まれますを推進します。

●業務その他部門：第三次産業従業者数等について
は概ね横ばい傾向ですが、今後も市の発展とともに
第三次産業の活動が活発化すると考えられます。 し
 かしながら、温室効果ガスの排出量は近年減少傾向
 にあることから、今後も 省エネと電力の排出係数が
 下がることによる今後も省エネの普及、再エネの導
入推進等を通じて、温室効果ガス排出削減 が期待さ
 れますを図ります。

●家庭部門：本市では、令和11年（2029年）頃まで
は人口の増加が見込まれますが、再エネの普及、省
エネの更なる推進と 電力の排出係数の低下、市民の
行動変容によって温室効果ガス排出削減 が期待され
 ますを図ります。

●運輸部門：燃費の向上に伴い自動車からの温室効
果ガスの排出量は減少傾向が見られます。今後は、
車両の電動化 が進むことによりさらなるの推進によ
る排出削減 が期待されますを図ります。

●廃棄物部門：一人当たりのごみの排出量は近年増
加傾向が見られます。本市では、令和11年（2029
年）頃までは人口の増加が見込まれ、廃棄物分野 部
 門からの排出量は増加することが推計されることか
ら、一人当たりの排出量削減に向けた取組 が必要と
 なりますを推進します。

―
ご指摘を踏まえ、78頁の記載について見
直しを行いました。

31 環境審議会意見聴取 全体を通して

八千代市第3次環境保全計画とロード
マップの整合性が不十分である。国や
県の計画の内容だけではなく、もっと
もっと市の独自性を出して、カーボン
ニュートラルを積極的に前面に出した
まちづくりプランを作ってほしいと切
に願います。

無 ― ― ― 今後の検討課題とさせていただきます。

32 環境審議会意見聴取

環境の将来像を実現するために、
以下に示す５つの基本方針を設定
します。この５つの基本方針に基
づき施策を展開することで、環境
の将来像の実現を目指すととも
に、ＳＤＧｓの達成に貢献しま
す。

SDGsの取り組みの始まりに際して第70
回国連総会で採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」では、
前文において「極端な貧困を含む、あ
らゆる形態と側面の貧困を撲滅するこ
とが最大の地球規模の課題であり、持
続可能な開発のための不可欠な必要条
件である」としています。八千代市が
SDGsの達成に貢献することを目指すの
であれば、このアジェンダにおいて必
要不可欠とされている貧困の撲滅に対
する決意への連帯を明記すべきです。

無 28 ― ―

29頁において、本計画の施策とゴール2
（飢餓をゼロに）との関連を明記してお
り、こちらでの対応とさせて頂いており
ます。
今後の検討課題とさせていただきます。
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修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

33 環境審議会意見聴取

本計画では、環境の将来像の実現
に向けて、５つの基本方針を設定
し、環境施策の展開・取組を進め
ていき
ます。これらの取組は、２０３０
アジェンダにおけるＳＤＧｓの
ゴール・ターゲットの推進と視点
を共有しており

SDGsのゴール・ターゲットの推進と視
線を共有しているのであれば、目標の
1に掲げられている「貧困をなくそ
う」を外すべきではありません。SDGs
は人類社会の発展のための目標であ
り、また気候変動対策も豊かな社会の
実現が根底にあり、共通しているのは
「貧困の撲滅」です。そこを行政機関
として率先して視野から外すべきでは
なく、SDGsの考えかたを軸に据えるの
であれば、むしろ全ての基本方針に通
底するものとして「貧困の撲滅」を記
述すべきです。

無 29 ― ―

29頁において、本計画の施策とゴール2
（飢餓をゼロに）との関連を明記してお
り、こちらでの対応とさせて頂いており
ます。
今後の検討課題とさせていただきます。

34 環境審議会意見聴取

さらに、令和５年（ 2023年）７
月に「地球温暖化」という言葉で
は表現しきれないほどの猛暑が世
界各地で発生したことを受け、国
連によって「地球沸騰化の時代が
到来した」とされました。

国連のグテーレス事務総長は「地球沸
騰化」の演説に際して「劇的で即座の
気候変動対策が不可欠」と述べていま
す。「地球沸騰化」に言及するのであ
れば、同時に示された速やかな行動の
必要性について八千代市がどう捉えて
いるかを記すべきです。
また、グテーレス事務総長は同演説の
中で企業や自治体に対して「ハイレベ
ル専門家グループが提示する国連の
ネットゼロ基準に完全に沿った信頼で
きる移行計画を持って気候野心サミッ
トに参加する」ことを強く求めてお
り、同様に八千代市の行動がそれに
沿ったものであるかを示すべきです。

有 31

さらに、令和５年（ 2023年）７月に
「地球温暖化」という言葉では表現しき
れないほどの猛暑が世界各地で発生した
ことを受け、国連によって「地球沸騰化
の時代が到来した」 とされました。「気
候変動による最悪の事態を回避するため
には劇的で即座の気候変動対策が不可
欠」とされました。このことから、早急
に気候変動に対する様々な対策に取り組
むことが必要です。

―
ご指摘の点を踏まえ、表現を修正いたし
ました。

35 環境審議会意見聴取

ゼロカーボンシティ宣言に基づ
き、市域の温室効果ガスの排出削
減を確実に進めるために、「八千
代市地球温暖化対策実行計画（区
域施策編）」に基づく取組を進め
ます。また、国や県が取り組む
「脱炭素につながる新しい豊かな
暮らしを創る国民運動（デコ
活）」等に協力し、地球温暖化防
止活動の推進を図ります。

p.76以降の温室効果ガス排出量削減目
標において、国対策による省エネ対策
等での削減幅を多く見込んでいるので
あれば、この部分には「国の地球温暖
化対策計画における各項目の取り組み
が八千代市内で確実に達成されるよう
徹底していく」などの記述をすべきで
す。国の計画は最終的に各地域での取
り組みの積み重ねによって実現される
ものであり、その達成に八千代市が尽
力することを示さないのであれば、温
室効果ガス排出量削減目標で国対策の
成果を盛り込むことと整合せず、国に
責任を丸投げするという姿勢に見えて
しまいます。

有 32

また、国の地球温暖化対策計画における
各項目の取組が八千代市内で確実に達成
されるよう徹底していくとともに、国や
県が取り組む「脱炭素につながる新しい
豊かな暮らしを創る国民運動（デコ
活）」等に協力し、地球温暖化防止活動
の推進を図ります。

―

ご指摘を踏まえ、「国の地球温暖化対策
計画における各項目の取り組みが八千代
市内で確実に達成されるよう徹底してい
く」旨を追記させていただきます。
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修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

36 環境審議会意見聴取

また、PPA やソーラーシェアリン
グ、企業活動で消費する電力を
100％再生可能エネルギーで行う
ＲＥ１００などの市民・事業者に
向けた情報 提供、相談対応を通
じた導入促進に努めます。

再生可能エネルギー設備の導入には膨
大な資金が必要となり、2030年度の再
生可能エネルギーの導入容量目標であ
る55.2MWに引き上げるだけでも50億円
以上の投資が行われる必要がありま
す。こうした資金需要に対して、必要
な融資などの資金供給が行われるよう
に、金融機関と連携した融資メニュー
の構築や利子補給といった行政による
支援策を盛り込むべきです。

無
33
34

― ―

本計画に基づいたアクションプランにお
いて、八千代市中小企業資金融資制度に
おける環境経営応援資金について記載し
ており、支援をしていますが、今後も引
き続き財政面の支援について検討してい
きたいと考えます。

37 環境審議会意見聴取

ゼロカーボンシティ宣言を行った
本市において、市域の温室効果ガ
ス排出量の半分以上を占める産業
部門の取組は、2050年温室効果ガ
ス排出実質ゼロを目指す上で非常
に重要です。事業者に対して、県
が行う省エネルギー対策等に積極
的に取り組む事業所を登録する制
度「ＣＯ２ ＣＯ２（コツコツ）
スマート宣言事業所登録制度」の
周知を図るとともに、省エネル
ギー・高効率型の設備の導入、生
産管理における ＩｏＴの活用な
どを働きかけることにより、省エ
ネルギーを促進します。

「市域の温室効果ガス排出量の半分以
上を占める産業部門」とあるにも関わ
らず、この項目の施策はその実態に応
じたものになっていません。産業部門
においては、省エネルギーだけでなく
再生可能エネルギー導入によるエネル
ギー利用の転換が重要であることを鑑
み、産業部門全事業者に対して少なく
とも2030年時点における再生可能エネ
ルギー導入/利用目標を国水準（36～
38％）以上とすることを求めるなどす
べきです。

無 35 ― ―

再生可能エネルギーの導入については、
太陽光発電設備の導入目標を達成する上
で産業部門にも導入も求めていくことと
なりますが、事業者ごとに抱える事情が
異なることから、一律に同じ目標達成を
要請するのは困難と考えます。
市域全体で目標を達成していけるよう、
事業者への再生可能エネルギーの導入に
ついて呼びかけを行って参ります。

38 環境審議会意見聴取

市民・事業者に向けて、「脱炭素
につながる新しい豊かな暮らしを
創る国民運動（デコ活）」等をは
じめとする地球温暖化防止や省エ
ネルギーのための情報提供、普及
啓発活動を行い、脱炭素型ライフ
スタイル・ワークスタイルの定着
を促します。

経済産業省によれば、国の温室効果ガ
ス削減目標に際してデコ活などの国民
運動が寄与する割合は2％程度とされ
ています。p.76の温室効果ガス削減目
標について家庭部門では特に厳しい数
字の達成を求めるのであれば、まずは
その意図を市民に周知し、多大なる経
済的負担を伴う削減努力（住宅改修や
住み替え、再生可能エネルギー導入や
消費エネルギー種の転換、自動車のEV
等への乗り換えや廃止など）の実行を
要することを自覚し、その実現に向け
たアクションを喚起する施策を盛り込
むべきです。p.76の削減目標値に対し
て、この部分の施策が余りにも軽すぎ
ます。

無 35 ― ―

本箇所に記載したことはもちろん、基本
施策1-1⑶脱炭素型建築物の普及促進、
基本施策1-2⑴再生可能エネルギー等の
利用推進、基本方針1-1⑵環境にやさし
いまち・交通への転換などに記載した各
施策と合わせて推進し目標達成に努めて
参りたいと考えます。

10



修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

39 環境審議会意見聴取

気候変動への適応の重要性や具体
的な取組 （打ち水の実施やグ
リーンカーテンの普及等)に関す
る情報発信や周知啓発

p.31で「地球沸騰化」に触れていなが
ら、具体的な取り組みが打ち水やグ
リーンカーテンというのは整合が取れ
ていません。地球沸騰化というのは人
類の生存が危ぶまれるほどの気温上昇
であり、例えば世界気象機関（WMO）
の2023年の報告書によれば気温上昇を
2℃以内に抑えても最大6mの海面上昇
が生じるとされています。これは市北
部で新川沿いの大半の土地が水没する
ことになり、気候変動への適応とはこ
うした事態に備え居住地を移すことす
ら想定するということです。この「具
体的な取り組み」には、八千代市とし
ての気候危機に対する危機感のなさを
強く感じます。

以下に、「地球沸騰化」に言及した際
のグテーレス国連事務総長の演説を引
用します。八千代市が掲げる対策が、
この致命的な自然災害に立ち向かうと
いう危機感を共有したものであるか強
く再考することを求めます。

『異常気象はニューノーマルになりつ
つあります。すべての国は、その結果
生じる灼熱や、致命的な洪水、嵐、干
ばつ、猛火に対応し、これらから国民
を守らなければなりません。」

無 36 ― ―

具体的な取組といたしましては、打ち水
やグリーンカーテンに限らず、基本方針
1に記載した各種施策を進めて、温室効
果ガスの削減による緩和を図ると共に災
害への備えなど適応にも努めて参りたい
と考えます。

40 環境審議会意見聴取

気候変動による健康への影響軽減
に向けた取組を行います。熱中症
による健康被害発生を防止するた
め、必要な情報提供・注意喚起や
熱中症弱者に対する働きかけ、指
定暑熱避難施設（クーリングシェ
ルター）の指定及び一般への解放
を行います。

気候変動による異常高温への対応に
は、住宅を含む建物への徹底した断熱
性向上と効率的な空調システムの導入
が必要です。ZEHの普及もこの対策に
なり得るほか、熱中症弱者を守るため
に市営住宅、県営住宅、旧公団住宅の
断熱改修等による健康影響の軽減を図
る施策を盛り込むべきです。

無 37 ― ―

基本施策1-4　⑹ 健康への影響軽減に向
けた取組に記載した情報提供・注意喚起
などの各種取組を通じて、熱中症弱者を
守って行きたいと考えます。なお、住宅
用省エネ設備等導入に関する補助金の対
象の一つに、一部の集合住宅の窓断熱補
助があるため、そちらも活用しながら建
物に関する対策を図って参りたいと考え
ます。
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修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

41 環境審議会意見聴取

さらに、大学や事業者等と連携し
た市民講座の開催、先進的な環境
技術を有する研究室や工場等を学
びの場として活用するなど、環境
に関する専門的な知識や最新の情
報等を学べる機会の提供に努めま
す。

事業者等については、対外的な講座な
どの教育機会だけでなく、従業員（正
規/非正規雇用問わず）に対する気候
変動を含む環境問題等への教育・啓発
の強化を要請すべきです。昨今は企業
活動においてESGやSDGsの実践に対す
る必要性が認識されつつあり、オフィ
スワーカーや工場労働者、店舗スタッ
フまで幅広く市民が働く場において企
業による教育の実施がより「環境教
育」の実効性を高めることに繋がるか
らです。

有 55

基本施策５－１  環境教育・環境学習等
の推進

 （２）学校・職場・地域における環境教
育の推進等
●事業者における従業員教育の実施に向
けた要請・開催支援の実施（追加）

―
ご指摘を踏まえ、事業者における従業員
教育の実施に向けた要請・開催支援の実
施を追記いたします。

42 環境審議会意見聴取

家畜ふん尿の有効利用などによる
たい肥などを活用した土づくり、
化石燃料からの再生可能エネル
ギーへの代替など、環境への負荷
の少ない農業を促進します。

一次産業は使用するエネルギーが化石
燃料に偏っているといった事情から、
特に脱炭素化の取り組みが遅れがちな
分野です。電動農機や施設園芸におけ
るヒートポンプ等の導入のほか、積極
的な設備投資により「脱炭素化農業」
に繋がる取り組みを支援する内容を盛
り込むべきです。また、有機農業では
農薬を減らす代わりに機械使用が増え
てエネルギー消費量が増加してしまう
ことが指摘されており、「ちばエコ農
産物」などが気候変動対策と整合し得
るかも慎重に評価すべきです。

無 57 ― ―
計画の推進にあたってご意見を参考とさ
せていただきたいと考えます。

43 環境審議会意見聴取

家庭・事業所における省エネル
ギー・再生可能エネルギーの導入
に関する情報提供、温暖化対策に
関する普及啓発をします。

家庭・事業所だけでなく、市内の温室
効果ガス排出削減に影響の大きい産業
部門に対する強い措置を文言として盛
り込むべきです。

有 59
家庭・事業所における省エネルギー・再
生可能エネルギーの導入に関する支援及
び情報提供、温暖化対策に関する普及啓
発をします。

―
ご指摘を踏まえ、支援という文言を追加
させていただきました。

44 環境審議会意見聴取
公共施設において再生可能エネル
ギー由来電力の調達を促進しま
す。

公共部門の率先実行の観点から、ここ
については「促進」ではなく「早期の
再生可能エネルギー100％化」とする
べきです。

有

33

59

基本方針1-2
⑴再生可能エネルギー等の利用推進
公共施設において再生可能エネルギーの
導入や早期の再生可能エネルギー由来電
力の100％化を目指す 調達を進めるとと
もに

１ゼロカーボンシティ推進プロジェクト
 （２）具体的な事業

公共施設において早期の再生可能エネ
ルギー由来電力の 調達を促進100％化を
目指します。

―

ご指摘を踏まえ、早期の再生可能エネル
ギー100％化を目指す記載を基本方針1-
２と1ゼロカーボンシティ推進プロジェ
クトに追加いたしました。
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修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

45 環境審議会意見聴取
２）バイオマスエネルギーの利用
促進

市内に一定規模の畜産事業者が存在す
ることを踏まえ、バイオガス発電や熱
利用の利用促進を盛り込むべきです。

無 59 ― ―

ご指摘の通り本市は畜産が盛んですが、
バイオマス資源利用の早期具体化は難し
いと考えます。しかしながら、今後も情
報収集などに努め、利活用の可能性を検
討していきたいと考えます。

46 環境審議会意見聴取

大学や事業者等と連携した講座を
開催するなど、環境に関する専門
的な知識や最新の情報等を学べる
機会の提供に努めます。

事業者においては従業員等に対する環
境教育を実施することを促し、そのた
めのメニューや教材を提供する内容も
盛り込むべきです。

有 55

基本施策５－１  環境教育・環境学習等
の推進

 （２）学校・職場・地域における環境教
育の推進等
●事業者における従業員教育の実施に向
けた要請・開催支援の実施（追加）

―
ご指摘を踏まえ、事業者における従業員
教育の実施に向けた要請・開催支援の実
施を追記いたします。

47 環境審議会意見聴取

市民は、一人ひとりの行動が環境
へ影響を及ぼしていることを認識
し、日ごろのライフスタイルを見
直し、環境への負荷の低減や身近
な環境を保全するための行動を積
極的に行います。

気候危機の深刻化は、私たちの生存を
脅かす水準で影響を及ぼしつつあり、
当該項に掲げられたアクションはそう
した世界各国で共有される危機感とは
かけ離れたものになっています。国連
開発計画（UNDP）が2022年に公表した
報告書では、気候変動に関連して2100
年までに全世界で4,000万人が死亡す
る恐れがあると予測されています。も
はや現代の環境問題は現役世代及び将
来世代の生存に関わる問題であること
を認識し、その最大限の回避に向けた
取り組みを行うことが必要であると明
示すべきです。

有 63

また、現代の環境問題は現役世代及び将
来世代の生存に係るものであることを一
人ひとりが認識する必要があります。

市民は、 一人ひとりの行動が環境へ影響
 を及ぼしていること以上を意識し、日ご
ろのライフスタイルを見直して、環境へ
の負荷の低減や身近な環境を保全するた
めの行動を最大限 積極的に行います。

ご指摘を踏まえ、現代の環境問題は現役
世代及び将来世代の生存に関わる問題で
あることを認識し、その最大限の回避に
向けた取り組みを行うことが必要である
旨を追記いたします。

48 環境審議会意見聴取

その際、対策削減見込みのうち省
エネ対策等については、国の「温
暖化対策計画における対策の削減
量の根拠」を基に案分して算出し
た本市分の削減可能量（国対策）
を見込むとともに、この結果十分
な削減量が期待できない部門（産
業部門、運輸部門）については、
本市の実情に即した様々な取組
（再エネや省エネ設備の導入促
進、電気自動車の導入推進等の追
加対策）を行うことにより、179
千t-CO2 の削減を見込みます。

産業部門については排出量の大きさに
対して削減目標が明らかに低位であ
り、異常なまでの産業部門に対する
「配慮」が伺える内容となっていま
す。ここについては抜本的な計画の見
直しを求めます。

無 76 ― ―

国の対策による削減可能量で十分な削減
量が期待できない部門（産業部門・運輸
部門）につきましては、追加対策分の削
減量を上乗せしております。
このため、産業部門について他部門と比
較し特別な取り扱いをしているものでは
ありません。
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修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

49 環境審議会意見聴取

なお、下表の省エネ対策等におけ
る追加対策の「業務その他部門」
及び「家庭部門」については、追
加対策におけるCO2 の削減が見込
まれていませんが、これは同部門
に対して追加対策を行わないとい
うことではありません。全ての部
門において、市民や事業者・行政
などによる脱炭素に向けた行動変
容の促進や省エネ型設備機器の導
入・更新の促進等、更なる取組の
強化を図り、また、国や県の制度
変更や技術革新も見込んで、40％
削減を超えた高みを目指します。

2030年度における削減量の見込みにつ
いて、家庭部門の79％及び業務その他
部門の70％は既に現時点での国施策の
進捗を見ても非現実的な達成値になり
つつあり、国施策の進捗率を適切に評
価した上で必要な追加対策を明確に本
計画で記載すべきです。この部分にお
ける各部門の削減目標と、この項まで
の各主体に対するアクションが全く整
合しておらず、p.77の簡易な記述に留
めるのではなく今一度計画全体を見直
すべきです。

無 76 ― ―

家庭部門及び業務その他部門につきまし
ては、国の対策による削減可能量のみ
で、追加対策の上積みはしておりません
が、非常に高い目標となっていることか
ら、各種取組みの推進により達成に努め
て参りたいと考えております。

50 環境審議会意見聴取 表の削減量の見込み

国内での緑地面積の不均衡や海洋での
CO2吸収量の国別割り当てを考慮しな
いと、かなりの技術革新を伴わないと
達成は困難と思います。市独自の取り
組みにも限界があると思います。八千
代市だけでなく、同様な市町村は多く
存在すると思われますので、国への要
望も必要かと思います。

無 76 ― ―
計画の推進にあたってご意見を参考とさ
せていただきたいと考えます。

51
第4回環境問題連絡
会議

（１）八千代市の環境や市の取組
について
１）八千代市の環境について感じ
ていること

● 現行計画策定時と比べると、
（中略）については評価は低いも
のの、

【修正案】
についての評価は低いものの、

【ご意見】
「は評価は低い」
「は」が続いてしまうので，前の
「は」を「の」に変更した方が良いの
では。

有 104  現行計画策定時と比べると、（中略）
についてはの評価は低いものの、

― ご指摘通り修正いたしました。
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修正点一覧（第３次環境保全計画）_環境審議会意見聴取・第４回環境問題連絡会議・事務局修正

計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

52
第4回環境問題連絡
会議

公共施設において早期の再生可能
エネルギー由来電力の100%化を目
指します。

八千代市第３次環境保全計画（改訂
版）になりますが，財源の議論がされ
ていない中で，実現性は低いと思われ
ますが，可能性は少ないけど100％を
謳わなければならないのでしょうか。
併せて「化」は必要ですか。

無 59 ― ―

気候変動問題は今や「気候危機」とも言
われており，この課題の解決の向け，世
界共通の長期目標として、世界的な平均
気温上昇を工業化以前に比べて2℃より
十分低く保つとともに、1.5℃に抑える
努力を追求することが掲げられていま
す。国はこの流れを受けて2030年度の温
室効果ガスの排出削減目標を2013年度比
で46％削減としており，市もより高い削
減目標が求められるようになりました。
このことから，今回の市の計画の改定で
は，2030年度における温室効果ガスの排
出目標を，2013年度比40％削減とし、更
なる高みを目指すとしており，現行計画
より厳しい目標を設定しております。こ
のような状況の中で市が率先して取組を
進める姿勢を示すことが重要と考えてい
ることから，ご指摘の表現は変更無しと
させていただきます。

53 事務局修正
本市は工業団地や比較的エネル
ギーを必要とする食品製造工場を
有していることから、

この記述だと工業団地の他に食品製造
工場があるように読み取れる。 有 70

本市は工業団地が有り、中でも や比較的
エネルギーを必要とする食品製造工場を
有していることから、

― 文章を修正しました。

54 事務局修正
図内

事務局（環境保全課）

組織改正によりR6年4月より環境政策
課になる予定 有 90

図内

事務局（環境政策課）
― 組織名を修正しました。

55 事務局修正 CO２CO２スマート宣言事業所数
同指標の表現と合わせて修正する

CO２CO２スマート宣言事業所登録数
有 57 CO２CO２スマート宣言事業所登録数 ― 指標名称を修正しました。

56 事務局修正
グラフ「産業部門からの温室効果
ガス排出傾向と製造品出荷額等の
関係」のY軸の単位

「万円」では無く「千万円」 有 70
グラフ「産業部門からの温室効果ガス排
出傾向と製造品出荷額等の関係」のY軸
の単位を「万円」から「千万円」へ修正

― グラフの単位を修正しました。

57 事務局修正 市長挨拶
ロードマップについていただいた意見
で保全計画にも影響するため合わせて
修正

有 ―  市長挨拶はじめに ―
「はじめに」にタイトルを変更しまし
た。

※ロードマップについていただい
た意見で関連修正
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計画書該当箇所（修正前計画）

該当記述 頁数 該当記述（修正後） 再掲の有無及び再掲箇所

ご意見

№
区分

ご意見のあった
会議体等

ご意見への対応

意見
修正
有無

計画書該当箇所（修正後計画） 意見への対応
(修正無の場合はその理由)

備考

参考資料１

58 事務局修正

映画館やレストラン、銀行等地域
に便利なサービスを提供する事業
者が拡充されてきて来たことが関
わっていると推察されます。

ロードマップについていただいた意見
で保全計画にも影響するため合わせて
修正

有 71
映画館やレストラン、銀行等地域に便利
なサービスを提供する事業者が拡充され
てき て来たことが関わっていると推察さ
れます。

― 不要な文字を削除しました。
※ロードマップについていただい
た意見で関連修正

59 事務局修正

八千代市緑の基本計画～、緑豊か
なまちづくりを図ることを目的に
平成28（2016）年度に策定された
計画で、計画期間は20年間です。

ロードマップについていただいた意見
で保全計画にも影響するため合わせて
修正

有 175
緑豊かなまちづくりを図ることを目的に
 平成28平成29年度に改定 に策定された計
画で、計画期間は20年間です。

― 年度など修正しました。
※ロードマップについていただい
た意見で関連修正
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